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 粉を扱う食品工場においてノシメマダラメイガなどの蛾類，タバコシバンムシやヒラタコクヌストモ

ドキなどの甲虫類は重要な駆除対象昆虫である．近年，ホソヒラタムシ科のノコギリヒラタムシやカド

コブホソヒラタムシ，ヒメマキムシ科に属する微小な昆虫類の発生で困っている食品工場の相談が増え

ていると感じる． 

しかし，清掃以外の方法では根本的な解決にならず，発生源も壁やダクトの中などの清掃が難しい場所

に入り込んでいることもあり，対処に苦慮しているＰＣＯも多い． 

本報告では IGR剤（ビストリフルロン）とピレスロイド系（プロフルトリン）を混合したエアゾール剤

（ファーストキルN・Ｔ）を定期的に処理した結果を報告する． 

2016 年 6 月から毎月エアゾール剤をノコギリヒラタムシが観察される壁際に処理し，フェロモントラ

ップ（DOME trap Quick Change Trece社）を使用して，モニタリングを行った結果，6月に 218個体

だった捕獲数が，7月には 97個体，8月には 44個体に減少し，9月には 35個体の捕獲となった． 

清掃による減少も起因する可能性も考えられるが，壁際で生息するノコギリヒラタムシの減少に本混合

剤が有効である可能性が考えられた． 


